
高等部の
一年間の研究

「作業学習」に着目し、各教科及び自立活動、家庭生活（保護者
との連携）との関連付けを整理しながら、活動の充実を図る。



１．テーマ設定

アンケート：作業学習の中で、高等部で取り組みたいことは？

力（教科等）と姿（生活像）の
乖離

進路に応じていない作業内容

卒業後に必要な力の分析

教育課程の工夫による生活像の達成

本人・保護者・教師間の卒業後の
姿のズレ

卒業後に必要な力の情報を共有するシステムの考案

作業学習の中での働く
力の実現

卒業後の主体的な生き方の実現

【現状】学部の課題は？

【内容】何に着目する？

【ゴールイメージ】学部や個々の実践がどのようになっていたい？

卒業後に必要な力の情報共有作業学習による必要な力の実現

※働く力を、仕事だけではなく生きる力とすると･･･

Q.作業学習を通して、年間目標を達成するために効果的な方法は何か（事例）

まずは･･･



２．取組の方法

テーマ共有
（５月）

中間報告
（９月）

最終報告
（１月）

テーマ
作業学習を通して、年間目標を達成する
ために効果的な方法は何か（事例）

取組の共有と修正 各班の成果を発表

クラフト班

窯業班

手工芸班

総合サービス班

マルチ班

毎週の作業学習
毎月の作業班会

毎週の作業学習
毎月の作業班会



作業学習で年間目標を達成するには…３．成果と課題① クラフト班

クラフト班

卒業後の生活・
就労の場と作業
学習をつなぐ
ツールとして実
習評価表を活用
しよう。

①年間目標に照らした教育的ニーズを、具体的な活動に当てはめられた。
②実習先と学校で差がついた評価項目から、必要な力や指導支援方法に気付けた。
→就労先に引き継ぐ意識で教材・教具の開発ができた。

③学習評価と実習評価の両面から分析することで、評価の正当性を確認できた。
→実習評価表の活用は、生徒の指導支援を変えてゆき、作業日誌の様式改善に至った。

実習評価表

作業日誌

スケジュール

作業の実態

年間目標

現場実習

指導支援
整合性

教材教具



事例１：高等部３年 Aさん

【年間目標】

１ 自分に合った整理整頓、身だしなみを実践することができる。

２ 自分の考えを伝え、周囲の人と相談して活動の段取りをすることができる。

３ 相手の気持ちを考えた、具体的な言葉遣いやマナーを身に付けることができる。

【作業学習中の実態】

●素直に指示を聞いて真面目に取り組むことができる。
●メモを取ることができる。
▲磨き作業や木材の接着など単調な作業では、集中が切れやすい。
●▲自分から報告をすることができるが、力加減を調節したり全体を捉えながら形を整えたりすることが難しく
規格外の製品になってしまうことがあり、仕上がりにムラがある。



【実践内容】
＊現場実習評価表の活用
（実習先の評価と定期的な作業学習で
の評価を比較、振り返りと課題の共有）

＊得意な作業の検討
（報告の頻度、集中の持続、道具の選択）

【成果】
＊

＊

実習先と学校での評価の違いを数値
で見ることができた。「作業態度・能力」
に現場と学校で評価の差は見られな
かったが、「対人関係」の面で実習先で
は低く評価。誰にでも報告できるスキル
の獲得が必要だと気付くことができた。

手磨きの作業から道具を使ったサン
ダーに変更したことで、集中の持続の
評価が上がった。報告の頻度、メモを活
用した手順の確認が増えたことで規格
外の製品が減った。自分に合った道具
を自ら選ぶことができた。



○現場実習評価表を活用した作業日誌の改良

【本日の作業内容】【本日の目標】
朝礼時に記入し、見通しを持って作業
学習に入ることができるようにする。

【目標】【振り返り】
・前年度の現場実習評価表をもとに、
生徒と相談しながら記入する。
・現場実習評価表に合わせて5段階
で振り返りをする。

作業日誌の変更



作業学習で年間目標を達成するには…３．成果と課題② 窯業班

窯業班

①教師の評価、自己評価、現場実習の評価項目の統一により、活用しやすくなった。
→評価を活用させることで、生徒が学習や実習を振り返り、具体的な目標を立てやすくなった。

②全職員で評価をすることで、様々な視点から評価の整合性が高まった。
→担任と評価を共有する方法に課題が残る。

③作業日誌の様式を変更することで、評価を活用するなど目標達成に向けて自律的に学習できた。
→作業内容を自ら把握したり、課題を設定したりすることで、生徒の質問や行動の質が上がった。

実習評価表と
作業日誌を再
活用しよう。

自己評価

教師の評価
※全職員で評価

作業日誌

作業内容
確認

作業目標
決定

作業学習

現場実習評価
※項目を統一

作業日誌

振り返り
振り返り



・作業評価方法の見直し

生徒用
教師用

・生徒の自己評価用紙と教師の評価用紙の評価項目を統一。

（実習評価の項目と同じ）

・教師用では担当だけでなく、窯業班全職員で全生徒を５段階評価。

（窯業班全職員で評価したものを平均化）

・生徒一人一人に評価を開示。

・現場実習の評価表と比較して課題を意識。



・作業日誌の見直し

旧日誌 新日誌

自らの課題に気づき、
意識化

数値化により課題を
明確化

生徒からの質問が
より具体的に変容

一人ひとりの課題を
意識して作業

朝から作業内容を
把握



３．成果と課題③ 総合サービス班

総合サービス班

①清掃技能検定を通して、作業中の実態から必要な力（清掃）の向上の為のワークーシートを作成。
→清掃に必要な工程（手順や道具、気づき）を考え、計画できるようにした。
→検定結果や活動の動画を使って、「丁寧に」などの曖昧な言葉を確認できた。
→力を生活に汎化する場面の少なさに課題があり、家庭や教育課程との連動が必要。

②必要な力（作業態度やコミュニケーション能力）の育成のため、生徒同士の話し合いの場を設定。
→声を掛け合う、発表するなどの積極性が表れ、作業態度が改善した。

作業班の特徴
に合わせて必
要な力を身に
付ける方法を
考えよう。

生徒の実態

清掃技能検定

掃除の手順を考えて実践
するためのワークシート

作業班の特徴（幅広いサービス）

・コミュニ
ケーション

・仕事態度

必要な力（接客） 指導方法

・技能
・言葉の解釈

必要な力（清掃）

作業学習で年間目標を達成するには…



作業終了までにかかった時間 約１７分

気付き ： 協力してできていた。
かがみがすごくきたなかった。

次回に向けての工夫 ： 自分の役割を理解して動く。



作業学習で年間目標を達成するには…成果と課題④ 手工芸班

手工芸班

①作業中の実態把握から、作業学習の年間目標達成に至る手立てを順序だてて整理
→本人の成長を確認すると共に適切なかかわり方を考え、教師の専門性を高めた。

教師の専門性
（実態把握と
指導支援）が
大事です。

作業学習中
の実態

こんな条件と方法で
効果を調べると

このような結果が分かりました
①以前は、隣で作業する友達とトラブルになる場面があったが、
机で作業する場所を仕切った後は、ほとんど見られなくなった。

②手順表を指で確認しながら作業を進めるようになった。
③仕事が終わると休憩または終了ということを理解し、提示され
た量が終わるまで、集中して作業することが増えた。

結果について、考察

作業学習年間目標
①安全に作業できる。
②集中して作業できる。
③できましたと報告する。

目標達成のために、こういうことをしてみました
①作業する場を固定する（一人の場所を確保）。
②視覚的に分かりやすい手順表を準備。
③活動の終わりが分かるよう、タイマーを使用し、
休憩時間までの作業量を提示する。

Aさん

①Aさんは視覚優位であることが確
認できたため、視覚的に理解しや
すい手立てが効果的である。

→作業終わりを作業量で明確に提示
することが有効であった。

①隣で作業している人の
動きが気になる。

②工程の手順を自分で変
えることがある。

③集中が途切れることが
ある。

タイマー
手順表

場所の固定



作業学習で年間目標を達成するには…

マルチ班

①判断力（資質能力の３つの柱）に着目することで、教育課程全体で取り組める。
→教科等の学習の中で、相手の立場に立って物事をみなす判断力を育む。合わせた指導の中で、
場の状況を総合的に判断する力を育む。さらに、道徳に対する尊敬の感情と合わせることで、
自律的に判断できる力になり、年間目標の達成につなげた。

※道徳は「もし～ならば」の条件が付かないため、「～にもかかわらず、～すべし」になり得る
②教科等、作業学習、年間目標の考え方に一貫性を持たせる。
→年間目標の末言「～を実行する」の自律性を目指すことで評価を一貫した

教科・作業・
年間目標を判
断力でつなげ
よう。

場の状況を総合的に判断できるようになる

相手の立場に立って物事を「～とみなす（判断する）」場面を意図的に増やす

「お客さんに喜んでほしいので、珈琲豆をひこう」

作業学習（合わせた指導）

「～にもかかわらず、～すべし」と自律的に判断できるようになる

自ら目標を設定できる

＋道徳
道徳自体への尊敬感情

年間目標

成果と課題⑤ マルチ班

教科学習

①衣服の着脱や荷物の整理等の身辺自立
の方法を覚え、生活の中で実行する。

通知表



Aさんの成長

①短いのと長いのはいつも端に置いてる…
②あれ、先生は中くらいの長さをこう並べるんだ…

①＋②→つまり、長さに細かい順番があるんだ

①お客さんが喜んでくれる。
②自分の力で製品が作れる。
③作業の時間になった。
④自分の成長を感じる。
⑤社会の一員として働きたい。

①＋…⑤→お客さんに喜んでほしいので、
コーヒー豆を挽こう

①ひとの役に立ちたい（道徳）。
②じぶんの意志で行動できる（判断力）。

①＋②→あそびたいにもかかわらず、製品づ
くりをしよう

作業学習（合わせた指導） 年間目標（現場実習）教科学習（数学）

指示待ちにならずに、
相手の考えを踏まえて、
自分で判断できたね！

いろいろな状況を総合して、
自分のすることを決めたね！

自分で立てた目標に向けて、
積極的に取り組んでいるね！

「私は～とみなす」の反省的判断 「～ので、～する」の総合的判断 「～にもかかわらず、～すべし」の自律的判断

Ａさんの教科・合わせた指導・年間目標における「判断力」は、このように成長するのではないか



自己評価

教師の評価
※全職員で評価

作業学習で年間目標を達成するには…成果と課題（全体像）

実習評価表

生徒の実態

通知表（年間目標）

現場実習
作業日誌

作業内容
確認

作業目標
決定

作業学習

振り返り

スケジュール指導支援

整合性

作業班の特徴
ワークシート

必要な力
教材教具

教科等

単元配列

就労の場



Ｒ５高等部研究の総括
各班の実践による教育的効果

研究の運営による組織的効果

〇作業班で集まる機会が、作業学習について深く考える機会になる。
〇職員が課題を自律的に研究することで、様々なアイディアを生んだ。
〇教育課題に対する高等部職員全体の意思が具体的に捉えやすくなった。
▲データや検証方法にばらつきがあるため、一律に考えることができなかった。
▲成果が個々の職員の意思に委ねられるため、安定した進捗や成果は望めなかった。

〇実習評価表を活用し、必要な力や教材教具、指導支援を考えることで、学校の学習と
卒業後の生活がつながった。

〇評価方法を工夫することで、その整合性を高めると共に、生徒の振り返りや目標設定
の学習で活用できた。

〇作業日誌やワークシートを工夫することで、自律的な学習を進めたり、力を定着しや
すくしたりすることができた。

〇教育課程に共通する力を活用することで、年間・作業・教科の目標に一貫性がでた。
▲力を汎化する場面をつくるため、家庭や教育課程と連動させる必要があった。
▲作業学習の評価を担任と共有する明確な場面がなかった。
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